
訳注本第14冊　語注索引

・この索引は、訳注本第14冊の語注索引である。

・索引は①語句索引、②人名・地名索引とする。

・配列は総画数順とし、画数が同じ場合は部首順、

それが同じ場合はさらに五十音順とする。

なお、漢字検索のため、以下に総画数一覧を示した。

漢字検索のための総画数一覧　①語句

１画

一

２画

七 

丁 

乃 

九 

二 

人 

入 

八 

几 

十 

卜

３画

下 

三 

上 

万 

久 

凡 

千 

口 

土 

夕

大 

寸 

小 

山 

工 

干 

弋 

才

４画

中 

丹 

予 

五 

化 

介 

仁 

允 

元 

公 

六

切 

分 

匀 

勾 

区 

午

升 

太 

天 

孔 

帀 

引 

心 

手 

文 

方 

日 

月

欠 

水 

火 

爻 

片 

牛 

王 

内 

円

５画

世 

丕 

主 

代

冊 

出 

刊 

加 

功 

北 

半 

外 

占 

叩 

去 

収

可 

司 

台 

四 

圧 

失 

奶 

布 

弁 

札 

本 

正

此 

母 

民



永 

汀 

氷 

玉 

甘 

生 

用 

申 

皮 

示 

礼 

辺

巨 

旧

６画

丟 

百 

会 

休 

伍 

伝 

任 

先 

共 

再 

劦 

印

吉 

向 

合 

吊 

同 

回 

圭 

在 

地 

各 

多 

夷 

奸

妄 

字 

存 

安 

宇 

守 

式 

年 

成 

扣 

旨 

早

有 

次 

気 

灰 

糸 

老 

考 

耳 

至 

舛 

色 

行

衣 

西 

巡 

両 

当

７画

串 

估 

体 

伴 

克 

兌 

兵 

冶 

含 

呈

囲 

図 

坐 

夾 

妥 

孝 

孚 

完 

対 

忱 

戒 

抄

投 

把 

批 

扶 

抛 

改 

折 

更 

材 

杉 

束 

求

沢 

沖 

社 

究 

臣 

良 

花 

芝 

芳 

言 

赤 

辰

迎 

返 

防 

来 

寿

声

８画

乳 

事 

享 

依 

価 

供 

使 

例 

免 

具 

典 

協

効 

肸 

卓 

参 

取 

若 

周 

知 

命 

国 

坤 

奄

奉 

委 

姒 

学 

官 

宜 

実 

定 

宝 

居 

屈 

延

往

彼



怙 

性 

忠 

念 

拠 

承 

拈 

拝 

拊 

放 

所 

易

昊 

昇 

昌 

昔 

明 

東 

武 

歩 

泄 

河 

治

沾 

波 

采 

物 

玩 

画 

直 

祈 

祀 

秉 

肫 

英

芹 

苦 

芬 

茂 

虎 

表

金 

長 

阜 

阻 

附 

雨

９画

俎 

便 

保 

前 

剌 

勅 

南 

貞 

卸 

厚 

叙 

哀

咨 

品 

垓 

奏 

孤 

客 

室 

宣 

専 

封 

帝 

廻

建 

恪 

恍 

思 

恤 

扁 

按 

指 

政

施 

春 

昭 

是 

星 

栄 

査 

柔 

海 

活 

洪 

洋

泉 

浅 

派 

玻 

甚 

界 

発 

皇 

看 

省 

眇 

研

神 

禹 

窃 

紀 

紅 

約 

美 

胆 

胗 

苟 

荒 

茶

軍 

逆 

追 

郅 

重

陔 

限 

陋 

革 

風 

飛 

首 

香 

単 

変 

為 

点

10画

倭

倹

候

俯

兼

准

凌

匪

原

哲

埏

娥

家

宵

宸

将

島

差

帯

庭

弱

修

従

恩

恭

恵

悃



拿 

捕

料

晏

時

晋

朕

案

核

臬

桅

桐

残

殷

涓

浙

泰

浮

流

烟

烈

特

珩

珠

班 

琉

畛

留

祜

祠

祥

租

粋

紗

純

素

納 

紡

耆

耽

致

航 

荷  

華  

虔  

被  

訊  

貢  

起  

躬  

速  

逐  

通

逓  

透  

連  

酌  

配  

閃  

降  

除  

馬  

高  

鬯

11画

乾 

健  

停  

冕  

副  

勘  

動  

𠸄

啓

域

執

寅

崇

常

帳

康

彬

惟

情

掩

掛

推

接

斬

旌

族

梢

梯

盗

淹

淑

淳

深

清

淡

添

淪

庶

烽

率

理

瓷

異

盛

眷

硃

祫

斎

移

章

符

粗

粘

経

細

紫

船

舵 

著  

虚  

訪  

訳  

転  

逸  

進  

逖  

郷  

都  

部

陰  

陬  

陳  

陪  

陸  

隆  

雀  

頂  

鳥  

黄  

黒

12画

備

巽

勤

卿

営

喜

喧

善

堯

報

寔

尊

弾

彭 

御  

揀



提 

揚 

敬 

散 

敝 

旒 

暁 

景 

普 

朝 

棺 

椒

棉 

欽 

渥 

温 

渙 

湛 

湯 

渤 

湾 

焰 

無

牌 

琮 

琛 

琺 

番 

疎 

程 

筐 

等 

粤 

粧 

給

統 

舜 

葵 

萃 

蛟 

衆

装 

覃 

証 

跋 

過 

随 

遅 

道 

鈐 

開 

雲 

須

順 

寒

13画

傾 

催  

傷  

僉  

傭  

解  

飭  

塡  

塗  

壼  

奨  

媲

寛

寖  

寝  

嵩  

彙  

微  

愛  

愷  

感  

愚  

慈  

賊

搶

搢  

摂

搬

数

新

楽

歳

殿

漢

滄

溥

煕

煌 

照

煎

煉

瑞

督

福

稟

竪

筵

節

継

絹 

綏

絺

署

義

群

羨

聖

肅

肄

腰

葛

萱 

蒸

虞

蜃

衙

裏

該

詩

試

詳

誠

跟

跴

躱

農

違

遠

遐 

鉅  

鉤  

閟  

雎  

雉  

雍  

頌  

頒  

馳  

鳧

鼎  

鼓  

塩

14画

僢 

罰  

嘉  

夥  

察  

徳  

摺  

摘  

槓  

槃  

歴  

演  

滫



漳

漂

爾

犒

瑤

碧

禋

端

管

箕

算

箚

精 

維

綺

綵

総

綢

綸

聞

肇

艋

蒲

閩 

褘

誥

説

認

賑

赫

趕

銜

銀

銅

関

隠

雑

需

領

駅

鳳

15画

億

儀 

僻  

凛  

劈  

勲  

器  

審  

履  

廟  

弊  

慙

憐  

撝  

撰  

撫  

敵  

歓  

潔  

澄  

熟  

黙  

瑩  

璇

瘠  

監  

盤  

確  

稽  

箱  

縁  

緝  

緞  

翬

蔬  

蝸  

蟒  

褒  

諄

諸 

請 

賞 

賠 

賓 

輝 

遺 

遵 

遷 

醇 

鋗

閫 

霊 

鞋 

頤 

養 

駕 

駐

16画

辦 

圜

寰

錦

廩

懐

憲

懍

擒

擅

擁

擄

橋 

澳  

激  

蕩  

燕  

熾  

璣  

磨  

穆

羲

翰  

興  

蕞  

薄  

親  

諮  

諭  

輸  

遹  

遴  

醍

錫  

録  

閶  

雕  

頭  

館  

龍

17画

優 

燮  

嶽  

幫  

幬  

擬  

檄  

殮  

氈  

燦  

燭  

環

篷

徽  

繅  

聴  

螭  

覧  

謚  

謝



謄 

豁 

趨 

輿 

颶 

鴻 

黈 

黻 

厳

18 画

彝 

懲

曜

瞻

竄

簡

繞

繕

繙

職

薩

藩

藍

覆

覲

邇

鎖

鎗

闕

闔

雝

鞭

額

顕

題

験

鵝

19画

嚮

寵 

龐  

瀛  

瀕  

瓊  

璽  

疆  

疇  

繳  

蘭

蟻

覈  

鏤

離

鵷

黼

20画

懸 

曦

籌

臚

議

護

醲

露

饅

馨

鯷

21画

巍 

灌

罍

齎

贓

顧

顥

鰥

22画

懿 

籙  

驚

23画

麟 

黴

24 画

羈

鼇

25 画

籩

26画

趲

32画

籲



漢字検索のための総画数一覧　②人名・地名

２画

八

３画

三 

久 

大 

山

４画

中 

五 

仁 

太 

巴 

方 

毛 

王 

内

５画

世 

北 

司 

広 

本 

永 

汀 

玉 

白 

石

６画

任 

向 

同 

安 

有

江 

全

７画

亜 

伯 

呉 

呂 

孝 

李 

沖 

阮 

来

８画

卓 

和 

宓 

延 

怡 

東 

林 

武 

泊

牧 

季 

虎 

金 

長 

尚

９画

亭 

侯 

保 

兪 

南 

貞

咸 

奕 

宣 

査 

柳 

海 

泉 

皇 

竿

紅 

音 

首 

香 

10画

夏 

孫  

徐  

恵  

晋  

殷  

浙  

秦

翁  

荷  

莆  

連  

馬  

高

11画

𠸄

婁

崎

康

張

梁

盛

蚶

許 

陳  

陶  

黄

12画

厦 

敝

朝

渡

番

程

粤

葉

裕

賀

道

陽

13画

楓 

楊

瑞

福

継

聖

裨

雍

雷

14画

嘉

滬

漳

艋

閩

趙



銭

15画

劉 

慶 

熨 

緬 

蔡 

鄭

16 画

噶

懐 

興 

駱 

龍

17画

鍾 

霞

18画

鎮

魏

19画

羅 

鶏

20画

蘇

鐘

21画

顧



① 語　句　索　引

１画

一王の正朔に遵い 

一徳の匡襄を思う 

一人 

一面 

一を抱き 

一摺 

一丁の侍養 

一統の車書

２画

七始を諧えて嘉を迎うれば 

七政 

七廟の烝嘗 

丁役 

乃ち聖にして乃ち神 

九囲に式し 

九筵を崇びて介祉すれば 

九献 

九州 

九霄の麗藻を騰げれば、炳として

　星の輝くがごとく 

九重

九野咸な康阜に登り 

九有 

二儀を侔しくして以て徳を徧くし 

二道 

二蚕湖糸 　

二年一貢 

人時 

人伴 

入覲 

八荒は抱に在り 

八紘共に夫の撫綏に沐す 

八糸緞

八則九宜の治 

八表の威稜を奮えば、勇は天より

　錫わる 　

几筵肅穆として列聖に継いで 

几筵に在御すれば 　

十悪及び謀殺・故殺 

十六字の心伝 

卜する

３画

下方めて浹み 

下を厚くして庥を樛木に媲べ 

下国 

下悃 

下次の正貢 

下忱 

下土 

下落 

三を興して俗を正し 

三を兼ねて極を立つ 

三を函み 

三才に協いて以て極を闡かにし

三錫の栄 

三十年も保艾して允に懐らしめ 

三登を肅えて節を鬯し 

上緒めて融るべし 　

上届 

上儀具さに挙がり 　

上儀は允に夫の同尊に叶い 

上儀を奉りて曷んぞ推崇するを

　罄くさざらんや 

上儀赫たる有りて、覆載斉しくして

　以て庥を垂れ 

上祉を迓え崇章に勰う

上帝に祈穀し 

上帝の命を釐わりて 

上賓 

上方 

万年青



万を撫けて猷を綏んじ 

万宇を光輝し 

万化永く孚く 

万幾を宵旰に撫し 

万国を合して以て歓を臚ぶれば 

万派 

万福の綏に宜い 

万方 

久道化成 

凡たる率土の浜 

千秋に区夏の安を奠むる 

千重

口糧米 

土棍 

土糸 

土通事 

土風 

夕月壇 

大いに勇みて威を宣べ 

大桅 

大糦の馨香を承げたれば 

大業を紹ぎ 

大号を渙して 

大行皇太后

大行皇帝 　

大高殿 

大清門 

大廷の槃敦 

大部 

寸忱 

小脚船 

小心に 

小米 

山は車を出し、河は図を出し 

山淵は栄耀を格し 

山東撫臣

工部 

干連人 

弋獲 

才品優長

４画

中に立ちて正に居れば 

中を執りて極を立て 

中外 

中宮 

中枢は政を肅し 

丹扆を佐け 

丹悃を抒べ 

丹陛 

予を儆めて惕を是とし 

予順して庥を揚ぐべし 

五を揆りて官を遴び 

五雲

五嶽四瀆 

五虎巡検 　

五糸緞 

化に向かわしむ 

化は宮闈に起す 

化は星従に洽い 

化洽 

介福 

仁は能く下に逮ぶ 

仁を本として以て教を陳べんと

　念えば 　

允協

允符す 

元を斟り寓を御め 　

元を体す 

元を披き化を養い 　

公を秉り 

公回 

公同 

六を襲いて以て編を成し 

六合に臨みて禧を均しくし 

六瑞は躬桓の等を輯む 

六通四辟の謨 

切速せよ

分行 

分咨 

分巡・遊巡・総巡・統巡



分繕 

分別に等を減じて発落せよ 

匀搭 

匀配 

勾通局騙 

区宇覃く和らぎ 

区方を粲晏し 

午位 

午門 

升遐して遽に痛む 

升享 

升歆して愨を展べんには

升香して 

升恒 

升職・改任 

升配 

升祔 

升祔、馨聞の美を著す 

升聞 

升猷 

太子太傅 

太和翔洽して 

太和殿 

天を経め地を緯ぎ

天を配して宜しく夫の崇儀を

　極むべし 

天を規り物を理む 

天恩浩蕩 

天顔 

天紀 

天語煌煌 

天縦 

天心は報始報成の下に享け 

天壇 

天地・宗廟・社稷 

天朝

天長地久 

天府の瑤琚 

孔だ恵にして孔だ時し 

帀宇の和甘を召き 

引駕

引導 

心に簡めて志を兢しみ 

心を帰し 

心伝もて燕翼の詒を紹ぎ 

手諭 

文は連江県に属し、武は閩安協の管轄に

　属す 

文を揆り武を奮い 

文綺 

文教 

文職 

文徳を昭らかにし、載で武功を奮い

文廟 

文憑 

文武 

文を織りては雲漢の章を抉だし 

方物 

日月 

日月の華 

日月照臨の壌 

日食 

日新 

日々璇閨に永ずれば 

月馭を資けて以て周輝すれば

月紬棉襖褲 

欠少 

水師の各営 

水師官 

水手 

水梢 

水平らかにして土茂り 

火長→夥長 

火票 

火烙印 

火輪船 

爻閭

片稿 

片奏 

牛角 

牛斗射して光生じ 

王会の図



王舅 

王舅通事 　

王公文武の官員 

内則を修成す 

内治を順承するを溯い 

内閣 

内地 

内務府 

内務府三旗の婦人 

円盤

５画

世室と明堂と並に祀り 

世徳もて光昭し 

世を長くして祺を延ばし 

丕いに芳徽を著わし 

丕基を紹ぎ 

丕冒して天に配し 

主客司 

代儀の白銀 

冊は存す 

冊を造りて結を取り 

冊・結 

冊謚

冊・照 

冊府 

冊宝 

出痘瘟邪病症 

刊就 

加意撫恤 　

加級・改銜 

加賞 

加うる有りて已む無し 

功庸実に顕らかにして康は百爾の良に

　哉まり 　

北変に声霊す

半印勘合の執照 

外省 

外藩の蒙古 

占雲 

叩きて～祝る

去向 

収瘞 

収至 

収執 

収埋 

収養 

収殮 

可なるべし 

司官 

司庫 

司養贍大使 

台吉

台内 

台湾鎮委弁 

台湾鎮道 

台湾府 

台湾北路協副将 

四海 

四海を家と為し 

四徳 

四表を被いて光を崇す 

四方 

四訳館→会同四訳館 

圧載

失事 

失単 

奶餅 

布 

布靴 

布照磨 

布帯 

布都事 

布襪 

布棉襖褲 

布棉長襖 

布羊皮袍

弁兵 

札委 

札飭 

本に報いて 

本家に如し子弟・至戚の、以て教練して



　差操すべき有らば、即ちに民糧を

　頂食し 

本司 

本部堂 

正議大夫 　

正貢 

正貢 

正朔 

正陽門 

此れに准ぜられよ 

此れを奉けたり

此れを准けたり 

此れを欽む 

母儀もて爰に元吉を立つれば、允に黄裳に

　叶う 

母儀を万国より奉れば 

民気洽くして九歌作る 

永春州知州 

永く聖徳を懐い、謚号を升せ、丕いに

　崇閎を著し 

永く綏んじて祜多からしめんとす 

汀漳龍道 

氷魚

氷天・桂海の区 

玉簡 

玉器 

玉鏡 

玉検は光を浮かべ 

玉瓚は流芳し 

玉尺書伝もて、往歳曾て福壤を諏り 

玉燭常に調い 

甘結 

甘露、甍に飛べば、慈恩の衍沢を

　兆す 

生成

生理 

用て民を康保すれば、万邦を合して鼓舞

　すべし 

用に備う 

申ねて錫うこと疆無く 

申送

皮帽 

皮領 

示を給し 　

礼備わりて親を崇め 

礼を行う 　

礼科より抄出 

礼字 

礼節 

礼重して烝嘗する 　

礼部 

礼兵二部 　

辺に留まるの従人

辺に留まるの通事 　

巨衅多端 

旧章

６画

丟棄 

百辟・卿士 

百家を斟酌して 

会勘 

会験 

会試の文武挙人 

会詳 

会奏 

会典 

会同 

会同四訳館 

休嘉

休有烈光の盛を緬えば 

伍に充つる能わざる者 

伝知 

伝訳通事 

任姒 

先を奉りて潔饗し 　

先皇 

先師の闕里 

共球 

再造の鴻恩 

劦気を祈年に洽くし 

印結



吉日を諏りて特に崇儀を挙げ 

向例 

合併して声明す 

合歓 

合詞 

合して太廟に祔す 

合撰の能名を豈しみ 

合祔 

合に就ちに移送すべし 

吊進 

同文式化 

同文同軌

同楽の宸歓を鬯して 

回国 

回籍 

回鑾 

圭璋 

圭璧 

在船使者 　

在船都通事 

在天の愷沢 

地に就きて 

地に任せ神に依り 　

地瓜

地祗を方沢に祀り 

地天は交々泰じ 

各省の童生 

各直省 

多福を膺受し 

夷目 

奸邪 

奸民 

妄奏 

字寄 

字緞 

存公款

存公銀 

存送す 

存留 

存留通事 

安寓

安挿 

安頓 

安瀾 

宇を愛するに常に巽命に依りて 

守候 

式に中る者 

年貢 

成案 

扣除 

扣抵

旨を請う 　

旨を奉じたるに 

早汛 

有道の休 

有位を誡む 

有極に会帰して 

有司 

次早 

気を合し光を承け 　

灰麪 

糸觔 

糸線帯

糸帯 

糸綸は媲美なり 

老爺 

考査 

耳目官 

至意 

至誠息まずして 

舛錯 

色愉は儀恪たり 

行に臨む 　

行館 

行査

行知 

行文 

行李 

行旅 

行糧 

行じて～せしめ 

衣被



衣帽 

西陵 

巡緝 

巡哨 

巡撫→督撫 

両広督部堂 

両儀極に立ち 

両道の黄麻 

当あるや否や

７画

串帯 

估値 

估変 

体は蘭殿に斉いたれば 

体式に合せざる者 

体恤 

伴送官 

克食 

克く婉心に励み 

克く厥の後を昌んにすれば、億載を涵して

　以て延洪すべし

兌買 

兵部 

冶工 

含宏 

含宏して地に応じ 

呈繳 

呈称 

呈進 

呈請 

囲屏紙 

図史に羅陳せられ 

図を膺けて

坐駕 

坐監一月 

坐落 

夾帯 

夾片 

妥辦 

妥侑の精忱

孝勤にして継述 

孝思 

孝子・順孫・義夫・節婦 

孝たらんとするの思い匱きず 

孚昊して升歆せんには 

完案 

完竣 

対越 

忱悃 

忱を抒べ悃を効す

戒除 

抄掲 

抄出 

抄摺 

抄白 

抄発 

抄片 

抄録 

投納 

把駅の員弁 

把駅官の試用未入流 

批を奉けたる本司の詳

扶桑・戴斗の郷 

抛棄 

抛露 

改配 

折価 

折回

更正して辦理 

材を培い俊を毓て 　

杉板船 

杉板脚船 

束装 

求安の治 

沢を綿ねて世に卜え 

沢国 

沢沛 

沖人 

社稷壇 

究釈して辦理

臣庶



良辰を択び 

花夏布 

花名 

芝検 

芝麻 

芳猷聿に夫の黄裳を煥かす 　

芳猷日に晋み 

言を敷き藻を炳り 　

赤誠 

辰居早に夫の璣衡に察なりて 

迎探して接護 

返棹

防船の軍器 

来王の盛 

来享来王せざる莫し 

来嬪の懿 

寿皇殿 

寿は天と与に斉しくして 

「声有り、遹に駿に」の章を賡ぎ

声教 

声叙 

声律

８画

乳餅 

乳油餑餑 

事の為にす 

事宜の原奏 

事主 

事体 

事理 

享王 

享祀 

享贄の文 

依照 

価を給する

供応 

供結 

供情 

使者 

例貢

例賞 

免脱 

具疏 

具奏 

具題 

具呈 

具稟 

具報 

典を崇びて廟に仮るには 

典章を考べて式て位序を昭らかにせん

典常

協緝 

効順 

効順して以て先を争う 

肸蠁を両郊に隆んにす 

卓張 

参緝 

取用 

若に向かいて 

周く憲典に咨り 

周頌は夫の思文を詠ず 

知会 

知照

知道せよ 　

命婦 

国子監 

国祚 

国服 

坤維を協けて比載し 

坤順 

坤道は天を承け 

坤徳に順承すれば、健行を佐けて息まず

奄有 

奉恩将軍

奉持 

奉進 

奉先殿 

奉天承運 　

奉納



奉売 

委験 

姒幄の祥を徴わすを紀す 

学院 

学を崇び書を甄り 

官伴 

官話書 

宜しく錫類して以て推恩すべし 

実授 

定海庁 

定海同知 

定讞

宝は坤輿に溢れ 

宝冊もて徽を揚げ 

宝詔 

居歆 

屈計 

延祺 

往載 

往制 

彼を眷かりて劬を非とし 

怙冒 

性成 

忠藎の忱

忠清を標賞し、孝を挙げ廉を興し 

念うに庭を紹ぐを切にするには 

拠として 

拠供 

承 

承准 

承平を万宇に慶ぶ 

承領

拈香 

拝手して休を揚げん 

拝颺 

拊循 

放行 

所を失うを致す勿からしめよ 

所有 

易簡を参べて正位す 

易象は夫の殷薦を徴し

昊慈もて眷佑す 

昇平 

昌熾たれば符に徴る 

昌西陵 

昔制を稽べて丕いに洪規を懋んにせんとす

昔典を稽べたるに 

明らかに婦順を章し 

明禋を黼構に告ぐ 　

明旦に鑑観の赫たるを仰ぎて 

東海一隅 　

東華門

武を履みて 

武を奮いて文を揆る 

武備院 

歩軍統領 

泄延 

河清らかに海晏らかにして 

河口通事 

河山は帯礪の休を呈し 

治賛けられて垂裳し 

治の隆んなること 

治は風動に臻り 

沾患

波区 

采 

物宜の胥な理むるところ、化は寰区に洽し

物貢 

玩縦 

画筒 

直庫 

祈穀壇 

祀事孔だ明う 

秉鬯して 

肫誠

英媛として異を表し 

芹献 

芹私 

苦情 

芬は宮壼に流る



茂矩を彰らかにせんとす 

虎拝 

表 

表章 

表疏 

表文 

金甌 

金鶴形一対―鶴踏銀岩座各全 

金鑵 

金函 

金彩画囲屏 

金州庁

金精宅秘もて、今茲に始めて神郷を奠めん

金靶鞘腰刀 

金粉匣 

長行回国の日期 

長途に趲運 

長えに徽猷を賛け 

阜城門 

阻滞 

阻留 

附載 

附従

附搭 

附片 

雨露の涵生 

雨露其の霑被を深む

９画

俎豆は方めて陳べらる 

便員 

便ならしめん 

保結 

保隣 

前規に復りて之れ躬秉い 

前去 

前兼署閩浙爵督部堂 

前光を迪み聖憲を揚げ 

前人の光を惟い 

剌謬

勅書 

勅諭 

南関・北関 

南鮮菓 

南台主簿 　

南来を延挙し 

貞淑の夙彰を緬い 　

卸署汀州鎮事 

厚きに帰し 

厚載を資けて以て成能し 

叙遵 

哀請

咨 

咨会 

咨行 

咨謝 

咨請 

咨達 

咨批 

咨覆 

咨明 

品物を陶鈞し 

垓埏永く乂まり 

奏賀

奏仮して維れ新たなり 

奏咨 

奏謝 

奏准 

奏するに常を陳べて妥侑し 

奏定 

奏報 

奏明 

孤貧残疾 

客頭 

客商 

室を満たし堂を満たす

宣昭 

宣読 

宣揚 

専管 

専協



専文 

封印 

封贈 

封典 

帝王の陵寝 

帝祺 

帝載の同符を悉くし 

帝載は無声無臭の中に通じ 

帝沢 

廻批 

建極 

建寧府

恪勤の礼もて上儀を翕習し 

恍 

思斉の頌 

思成の増企を倍す 

思成の念 

恤を銜みて弥々悽む 

扁舟 

按照 

指報 

指明 

政は中壼に班ち 

施行せしを咨覆されたし

施行せられよ 

春綢 

昭格の文 

昭宣 

是れ彝是れ訓 

是れ宜く是れ享けたり 

星緯月槎 

星斗の煇き 

星飛 

栄施 

査験 

査し得たるに

査収 

査照 

査するに 

査拿 

査伝

査辦 

柔遠の深仁 

柔遠駅 

柔嘉を示して以て範を垂る 　

柔恵 

柔順の芳儀 

海晏河清 

海外 

海関委員 　

海嶠、常に舜日を瞻み 

海隅 

海隅を冒い

活命 

洪を延く 　

洋溢 

洋花緞 

洋図 

洋盗 

泉州城守営参将 

浅鮮 

派委 

派撥 

玻璃器 

甚を去り泰を去り

界碑 

発交 

皇恩の浩蕩 

皇考の御極以還に迨び、恩もて燕翼に侔む

皇考大行皇帝 

皇皇たる西伐の勲なり 

皇上 

皇上の藩服 

皇祖の垂裳の日に当り 

皇祖妣 

皇帝登極の大典

皇天の保祐 

皇図の鞏固にして 

皇道 

皇儷として来嬪し 　

看管の員役



省官省吏に至っては 

省港 

省城 

省分 

眇茲 

研鞠 

研訊 

神は蘭殿に怡びて 

神牌 

神武門 

禹湯 

窃かに

窃かに照らすに 

紀載 

紀に順い 　

紅字綾書 

紅銅 

紅布旂 

約計 

美善を洪昭し 

胆敢 

胗視 

苟且 

荒陬

荒島 

茶鐘簍 

軍器 

軍機処 

軍機大臣 

軍功随帯加一級尋常加三級紀録四次 　

軍流人犯 

逆氛 

追崇して用て夫の輿情に協い 

追賠 

追報 

郅治は龍飛より襄がり

重華宮 

重光を宣べ 

重洋 

重録 

陔華を媲べて

限を勒し 

陋規 

陋たる不毛の地 

革職留任 　

風と為し愆と為すを怵れ 

風は玉琯を諧う 

風を占いて律に入る 

風化を端せば 

風汛 

風声 

風調雨順、歳和年豊

風雷の順応 

飛移 

飛飭 

首夥 

香貢 

香燭・祭品 

香色大帯花大荷包 

単開 

変価 

為の字より～ 

為章 

点交

10画

倭鉛 

倹にして以て身を持し 

倹以て身を持し 

倹を恤れみ災を矜れみ 

倹を崇びて箴を垂れ 

候補県丞 

俯鑑 

俯察 

俯憫 

兼署 

准補政和県知県 

准予

凌遅 

匪徒 

原に游びて沫に泳ぎ 

原巻の字句



原共 

原贓 

哲恵もて虞廷の治を佐け 　

埏垓 

娥台の瑞表わすを緬い 

家に礼教を崇め 

家を宜くして美を葛覃に斉しくし 

宵旦 

宸眷を邀け 

宸衷 

宸慮 

将軍

島服

差を奉じ 

差委 

差事 

差する 

差来 

帯回 

帯領 

庭を紹ぎて敷く繹思し 

弱植を扶け 

修に懋めては精一 

修整

従人 

恩は禹甸に覃び 

恩を体例に籲む 

恩勤して摯を同じくす 

恩貢 

恩膏 

恩慈 

恩推して類を錫う 

恭しく照らすに 

恭摺 

恭録 

恵を佩して慈を蒙り

恵を春畿に溥くし 

悃忱 

拿獲 

拿尽 

拿捕

捕務懈弛 

料を購いて 

晏駕 

晏粲 

時に歆めん 

時憲書式 　

時々養贍 　

時風を崇びて以て晏晏たり 　

時乖い運蹇る 

晋称 

晋み承けて特に明禋を重んず

朕 

案に在り 　

案に備う 　

案准 

案照 

案呈 

案内 

核議 

核寔 

核題 

核飭 

核明

臬司 

桅索 

桅舵 

桐油 

残苦無告 　

殷薦 

殷礼の肇めて称がるを宜み、虔んで孝享を

　伸ぶ　 

涓埃も報いず 

涓滴 

浙江撫臣 　

浙省の瑞安営

泰運長く亨け 

泰階は平治 

泰鴻 

泰象を雍雍に召き 

浮潜して育み沢す 

流蕩



流芬 

烟糸 

烈考と文母と同に尊ぶべし 　

特賜 

特調福州南台海防総捕分府管水利関課

特に恩綸を沛して 

珩璜の式に協い 

珠囊 

珠聯璧合の輝きを耀かし 

班聯を黄序に肅す 　

琉球館駅

琉球国中山王 

畛域 

留心 

留抵 

留難 

祜は椒庭に篤くして 

祠祭司 

祥は乾象に徴われ 

租を蠲じて実を賚せば 

粋訓早に彤史に貽り 

紗 

紗羅

純嘏を九如に介け 

素服 

納贐 

紡糸 

耆乂を優旌す 

耽擱 

致孝の心を深くし 

航海の末員 

荷包 

華玉もて祥を延ばし 

華を祝して呼嵩すれば 

虔を告ぐ

虔恭を祝嘏に飭え 

被窩 

訊供 

訊詳 

貢期→二年一貢

貢生 

貢典 

貢物→正貢 

貢物→常貢 

起化を柔雍に用い 　

起身 

起送 

起存 

起程 

躬みて 

躬を禔するに仁順を以てし 　

速速せよ

逐程 

通詳 

通船 

逓交 

逓送 

逓到 

透漏 

連䑸 

酌宜 

配享 

閃緞 

降級罰俸

降を議せられ罰を議せらる者 

除夕 

馬褂 

高厚に並べて以て升歆す 

高柳・生風の地 

高柳・扶桑の域 

鬯を秉らば誠通じ

11画

乾儀に作儷し 

乾元 

乾坤 

乾行息まず 

乾坤合い撰わり 

乾象 

乾符 

乾隆五十五年の諭旨



乾隆三十年四月の～摺奏 

乾隆二十八年十二月の～諭旨 

乾隆二十四年に奉禁せる 

健にして乾行に儷び、順にして坤厚に符す

健順もて神に符し 

健順を体して以て成能し 

停科 

冕璪もて型を垂る 

副都統 

勘験 

勘合

勘明 

動給 

動支 

𠸄国の夷酋 

𠸄船二隻 

𠸄船 

啓牖の恩を殷承し 

域中 

執照 

寅み承けて替う勿からん 

崇禋 

崇閎を七室に媲ぶべし

崇晋 

崇卑に効法の精を徴わし 

崇卑の度に式る 

常雩 

常貢 

帳蓆 

康勅いて皇猷丕いに顕わるるを幾う 

彬儀雅頌 

惟時に怙冒して 

惟れ煌にして惟れ煒 

情殷んにして本に報いんとす 

情殷

掩埋 

掛麪 

推諉延宕 

接回 

接護

接貢夷官 

接充 

接准 

接頂 

斬梟 

旌表に凴らしめよ 　

族房 

梢役 

梯航 

盗風 

淹斃 

淑範

淳古 

深宮に懋む 

深宮に内助の賢を資け 

深仁厚沢 

清冊 

清摺 

清単 

清問 

淡水庁 

淡水同知 

添叙 

淪肌浹髓する

庶政和して八風平らか 

庶績は丕いに著らかなりて其れ咸な煕がらん

庶類 

烽火営 

率土は皇風の鬯を播くす 

率領 

率帯 

理を秉りては中和 　

瓷器 

異数 

盛京将軍 

盛世の良規 

盛典を揚げ 

盛徳は承くるに顕融を以てし 

眷 

硃批



硃筆 

祫祭 

斎宿 

移委 

移会 

移開 

移行 

移咨 

移知 

移覆 

移報

章 

章を夕殿に披げ 

符・照 

符瑞 

符文 

粗重 

粘けたる抄摺稿 

粘けたる単 

経理 

経歴官 

細験 

細冊

細嫩沈香色織花蕉布 

細嫩土蕉布 

細嫩濃茶色素光蕉布 

紫巾官 

船契 

船照 

舵水 

著落 

虚位 

虚日 

訪拿 

訳拠

訳估 

訳訊 

訳諭 

転給 

転護 

転行

転交 

転告 

転詳 

転造 

転飭 

転発 

転頒 

転報 

逸を勖し労を加え 　

進香 

逖聴して感孚す 

逖くより治内の前徽を知り

郷試 

都通事 

部頒 

陰教 

陰陽の瑞 

陬澨歓を臚ぶ 

陳奏 

陪臣 

陸に讋有りて水に慄有るも 

隆恩 

隆庥は燕翼より兆すべし 

隆施

隆称 

隆冬雨雪 

雀躍 

頂踵を竭くす 

鳥銃 

鳥槍 

鳥鎗 

黄虞に遡りて同揆し 

黄紅銅器 　

黄羊 

黒黄紫皁大花西番蓮緞疋 

黒漆嵌螺五爪龍蓋椀

12 画

備に 

備に至れば 

備を告げ時を告ぐ



備造 

備辦 

備用 

巽命 

勤を矢い慎を矢う 

卿雲、掖に承くれば、聖矩の流輝を瞻み

営求 

営船 

喜洽は祥流し 

喧閙し起来する 

善く色笑を承け

善く継ぎ善く述べ 

堯の欽 

堯仁もて天覆す 

報査 

報竣 

報銷 

報答するに由し無し 

報徳功を称うれば 

報明 

寔共 

寔貼

尊崇の義を極むれば、宜しく錫類の仁を

 推むべし　 

尊履蒸蒸 

尊号 

尊親を戴かんとす 

尊崇するに礼を尽くせば 

弾丸 

彭緞袍 

御鬢附取 

御書匾額 

御覧に恭呈 

揀派

提挙銜投効指分福建試用通判 

提鎮 

揚闡して式て軌制に符すべし 

敬謹 

散薬 

敝国

旒を凝め 

暁諭 

景運 

景鑠 

景成 

景祚 

景亳の共球は畢く集るべし 

景命の維新に当たり 

景命を膺け 

普天 

朝賀の礼 

朝宗

棺衾 

椒闈夏敞すれば 

棉被 

欽差 

欽賜 

欽遵 

欽天監 

欽頒 

渥沢 

温恭として度を表せば 

温処道 

渙号

湛湛 

湯徳もて日新たにし 

渤澥 

湾泊 

焰硝 

無華 

牌 

牌照 

牌名 

琮璧焜煌として両郊の大祀を奉り 

琛を献ず 

琺瑯罏瓶盒

琺瑯盌 

番蛇 

番銭 

疎虞 

疎防



程途 

筐篚の忱 

等候 

等の因あり 

等の情 

等の由 

粤匪 

粧緞 

給領 

統馭 

統共 

統緒を億万年に綿ね

舜の哲 

葵藿 

葵傾 

葵向 

萃聚して首に合食を推む 

蛟島 

衆志感孚す 

衆職の冠裳畢く集い 

衆星を合わせて極を拱り 

装載 

装箱 

覃敷

証見 

跋渉 

過犯黜革 　

随班 

遅逾 

道は饗帝・饗親に備われば 

道隆んなること矩地 

道統 

道徳相い親しみて煕は九宗の好に若ぶ

鈐印 

開駕

開具 

開行 

開造 

開単 

開報

開明 

開洋 

開列 

開せり 

雲霞 

雲日 

雲日其の光華を蔚んにし 

雲中 

雲中 

雲を瞻みて日に就けば 

須らく咨に至るべき者なり 

順を効さしめ

順齎 

順帯 

寒瘧病症

13画

傾頽 

催運 

催収 

傷疾して留営するの兵丁 

僉挙 

傭工 

解送 

飭して 

飭行 

飭査 

飭知 

飭諭

飭拠 

塡給 

塗山の玉帛は偕に来たりて 　

壼政の克く宣くところ、教は内職に符し

奨諭 

媲美 

寛仁もて化を賛け 　

寛貸 

寛免 

寖に昌となり 

寝殿を仰いでは以て恩を懐い



嵩呼 

彙斉するを候ちて 

彙造 

微員 

微忱 

微物 

微封 

愛日 

愷楽を含飴に思い

感懐 

感洽 

感戴 

感恋 

愚忱 

慈雲 

慈宮穆穆 

慈馭 

慈暉を蘭掖に蔭い 

慈仁 

慈範を溯いて眷恋を名する莫ければ

賊氛 

搶劫 

搢笏 

摂理 

搬起 

数冊 

新銜 

新疆 

新綸を沛し 

楽は圜函に備われば 

楽利 

歳買

殿試謄写の錯誤 

殿陛に趨り 

漢軍機処 

漢羊 

滄波 

溥将 

煕春 

煕皞

煌煌 

照の為にす 

照繕 

照料 

照臨の大徳 

照らし得たるに 

煎熟硫黄 　

煉熟白剛錫 

瑞は椒闈に溢るれば 

督造 

督率 

督同

督標右営参将 

督標中軍副将 

督撫 

督撫院憲 　

督部堂 

督部堂 

督撫両院 　

福協 

福臬司 

福協副将 

福祺を備うるは三十年 

福字方

福州城守副将 

福晋 

福藩司 

福庇 

福防庁 

福防同知 

福建等処承宣布政使司 

福建藩庫 　

稟覆 

稟報 

竪立 

筵宴

節次 

継述の光を宣べ 

継序して忘るる毋ければ 

絹箋 

綏懐溢量



綏柔 

綏猷 

絺綌を服して斁う無く 

署藩司 

署閩安協副将 

義は配天・配地に協えば 

義訓は昭らかに垂れて、蔭は宸掖に敷かる

義冢 

群后は聿に隆んなりて夫れ肆に覲え 

群情を慰順し 

群情愛戴し

羨を錫わり 

聖に儷しては斉しからんこととを思い

聖安 

聖安を請う 

聖安回国を請う 

聖駕 

聖鑑 

聖禧 

聖旨 

聖主 

聖寿を無疆に祝る

聖神の大矩 

聖神広運 

聖善弥々彰らかなり 

聖沢 

聖衷 

聖朝 

聖謨 

肅雝として姒幄の型を嗣ぎ 　

肄業 

腰刀 

葛藟の交縈を詠い

萱庭 

蒸羔 

蒸糕 

蒸食 

虞る堪き 

蜃疆の外服

蜃邦の片壌 

衙門 

裏綢 

該管官 

該管の将弁より査明し 

該部 

詩歌して将享する 　

試職 

詳を叙して 

詳拠 

詳咨 

詳奪

詳辦 

詳報 

誠を輸して 

誠懽誠忭 

誠敬 

誠惶誠恐 

誠懇 

誠悃 

誠切にして修斉 

跟役 

跟踪 

跟伴

跴緝 

躱匿 

農功に登りて以て耦を御し 　

違延 

違禁の史書 

遠を輯め藩を柔く 　

遠を懐く 　

遠夷 

遠邇 

遠臣の哀愴の念 

遠人 

遠人を懐柔する

遠颺 

遠藩 

遐邇 

遐邇の推恩もて臣民に徧くして沢を被らしむ

　べし



遐方 

遐方 

遐邦 

鉅典 

鉤鰈 

閟宮の肅穆を仰ぎ 

雎麟 

雉獒 

雍 

雍肅 

頌は家邦に洽くし 

頌は寰区に浹し

頌は寰中に徧くして 

頒給 

頒璜もて瑞を輯む 

頒告 

頒発 

頒布 

馳逓 

鳧水 

鳧趨の願い 

鼎祚 

鼓鋳 

塩菜銀

14画

僢僢嶢嶢 　

罰は当、刑は平にして 

罰俸住俸 

嘉尚 

嘉名を錫わんとす 

嘉礼を成せば、特に恩施を沛す 

夥長 

察核 

察照 

察転 

察明して覈実せしめ

徳符離照して 

徳備わること天に俔うべし 

徳の懋んなること 

徳もて鴻基を賛け

徳を昭らかにし 

摺奏 

摺報 

摘回 

槓椇 

槃匜を奉じて手ずから進め 　

歴届 

歴貢の事例 

演礼 

滫瀡を潔めて以て躬ら親しみ 

漳絨 

漂収

爾の戎兵を詰め 

犒賞 

瑤源に慶毓し 

瑤壇 

瑤編もて媺を著わし 

碧澥 

禋祀するに虔を明にすれば 

端恪として躬を持すれば 

端荘 

管解 

管船夥長（火長）→夥長 

管船直庫→直庫

箕疇 

算は日と同に永かるべし 

箚 

精禋、肸蠁の休を徴し 

精熟淡黄色土夏布 　

精熟土黄色織花蕉布 

精膳司 

維持周全 

維れに協して則と作らんとす 

綺閣 

綺春の勝景を攬り

綵緞 

総局 

総督部堂 　

総兵 

綢夾襖 

綢夾套褲



綢緞 

綢襪 

綢棉襖 

綢棉袴 

綢綿褲 

綢綿襪 

綢綿袍 

綢羊皮袍 　

綸 

綸綍 

綸綍の頻りに加わり

聞知 

肇祀の文を隆んにし 

肇衅多端 

肇て殷礼を称げるの初めに当たり 

艋舺営外委 

蒲柳 

閩安協 

閩安鎮 

閩県知県 　

閩浙総督 　

褘翟を衣て光有り 　

褘翟増輝して六宮の則と作らんことを庶う

誥詔 

説予を神人に卜するに 

認真 

賑簿 

赫赫たる東漸の化なり 

赫濯 

趕緊 

趕辦 

銜 

銀甕 

銅母砲

関雎は慶を衍めて 

関津 

隠逸するの士 

雑派の差使 

需膏覆被して 

需索

領出 

駅 

鳳集まるを瞻て翔仁し 

鳳は郊に在り麟は藪に在り 

鳳儀を海外に播む 

鳳詔 

鳳藻 

鳳律

15画

億万禩も嘉薌して普く洽す 

儀型 

儀制司 

儀文 

僻居 

僻処 

凛遵 

劈山砲 

勲華 

勲華もて揆を合にして 

勲華もて祚を延き 　

器車

審辦 

履位は光明 

廟に薦めて儀を奉り 

廟に仮り崇びて殷薦し 

廟に格りて方に其の殷礼を申ね 

廟宇 

弊を滋す 

慙感 

慙愧 

憐恤 

撝抑 

撰擬

撰入 

撫部院 

撫育 

撫恤 

敵愾 

歓を臚ね 

歓びは海宇に騰り



潔秬浮蘭の典を挙げて 

澄外澄中するには厳しき六計を弊む 

熟諳 

熟識 

黙として三無に契せんことを 

瑩は旭日と同じく海宇煇きを増し 

璇闈に位を正し 

璇閣に徽彰し 

瘠土 

監候質審 

監生

盤運 

盤験 

盤竣 

盤龍翥鳳の形は鬱として、山陵は望に在り

確鑑 

確供 

確具して奏聞し 

確情 

確切 

確探

稽延 

稽察 

稽首頓首 

箱匣 

縁由 

緝煕 

緞 

緞靴 

緞紗布疋 

緞疋 

緞帽

緞棉襪 

緞領 

翬翟 

蔬薪銀 

蝸居の荒服 

蟒緞 

褒闡 

諄嘱

諸王・貝勒・文武の群臣 

諸蠢類を蕩き 

請辞 

請封 

請諭 

賞賜 

賞収 

賞恤 

賞賚 

賠補 

賓天 

輝きて星軒を仰ぐべし

遺欠 

遺誥 

遺詔 

遵依 

遵行 

遵照 

遷就 

醇醲 

鋗玉は虔を鳴せ 

閫範 

霊庥は陟降に乎て貺わらん 

霊壇の肸蠁を緬いて

鞋襪 

頤和の侍を永くせんことを冀う 

養るに天下を以てし 

養備わりて聖孝名し難きを尊び 

養済院 

駕回 

駕駛 

駐箚

16画

辦差 

辦理 

圜を執らば道著らかなり 

圜丘 

寰を広め徳を耀かし 

寰宇 

寰瀛



寰区は治化の基を仰ぎ 

錦 

錦綺 

廩餼 

懐柔の徳 　

憲案 

憲行 

憲箚 

憲台 

憲典を丹図に考し 　

憲徳の周詳 

憲牌

憲票 

憲令 

懍みて主鬯を継承し 

懍を載せて謀を詒し 

擒獲 

擅便 

擁擠 

擄贖 

橋山を望みては肅を増す 

澳甲 

激切屏営の至りに任うる無し

蕩蕩乎として民能く名づくる無く 

燕賀の忱 

熾昌 

璣衡 

磨勘 

穆たる三升を典り 　

羲交 

翰を染めては風霜の勢を挟び 

興化府知府 

興泉永道

蕞爾 

薄海 

親供 

親ら羹牆を僾見するが如く 　

諮訪 

諭旨 

輸将 

遹に駿いに声有り

遴委 

遴選 

醍醐 

錫命 

録送 

閶闔 

雕漆器 

頭桅 

館を開きて貿易す 　

館駅 

龍旂の覲 

龍禧

龍魚 

龍章 

龍箋 

龍飛の始を紀す 

龍陛 

龍文日下に賁らるれば

17画

優渥 

優加 

優恤 

優与 

燮賛に資して以て模を開き 

嶽貢・川珍の瑞を紀す 

嶽鎮・海瀆 

幫船 

幬載 

擬請 

檄飭 

殮埋

氈条 

燦きは朝霞の若く波区色を動かす 

燭龍火鼠 

環海は母儀の戴を切にし 

篷索 

徽音を睠念して宛も在すがごとし 

徽音は夙に著らかにして、道は宮闈に洽くし 

徽号



徽柔 

繅采に彰らか 

聴候 

螭坳 

螭頭 

覧たり 

謚号 

謝悃を伸べんとす 

謄黄 

豁免 

趨蹌 

輿蓋咸な敷かれ

颶風 

鴻恩 

鴻庥を迓えて度に勰う 

鴻号を域中に昭らかにして 

鴻施を沛さん 

鴻臚寺 

黈纊 

黻冕は流煇し 

厳飭

18画

彝章を考するに弥々懋典隆んなり 

懲創 

曜を延き章を来きて、往哲に比栄せんことを

　思う　 

曜霊軌を合すれば 

瞻仰 

竄躱 

簡を執りて煩を馭すれば 

繞越 

繕写 

繙訳

職を修め 

職銜 

職方 

薩克達氏は門に慶霊を積み 

藩司 

藩臣の大節 

藩封

藍紬皮袍 

藍布 

覆育 

覆核 

覆査 

覆載 

覲遇の休を揚ぐ 

邇きを泄らさずして遠きを忘れざらんことを 

鎖提 

鎗斃 

闕を望みて

闔沢を六宮に敷き 

雝肅 

鞭責 

額設 

顕らかに承けて斁う無し 

顕号を升彝し 

顕揚 

題を請う 　

題せる 

験看 

験貢 

験実 

鵝鶏

19画

嚮慕 

寵錫の文 

寵畀 

寵賚 

龐鴻の沢を衍ぐべし 

瀛を環りて 

瀛壖 

瀛壖、共に堯天を戴かん 

瀛島 

瀕行

瓊瑤 

璽書 

疆を綏んじ醜を獲らう 

疇図を韜映し



繳す 

繳銷 

蘭は雲を馭して升り 

蘭殿春融すれば 

蟻垤の藩封 

蟻封 

覈定

鏤瓊は号を煕かし 　

離明の治 

鵷鷺に随いて 

黼構 

黼座 

黼頂 

黼黻は煇を揚げ

20 画

懸曠 

懸揣 

曦曜を斉明し 

籌議 

籌商

臚ぶる詞を罄くす莫し 

議に依れ 　

護興泉永道泉州府知府 

護寿紙 

護照 

護送都通事 

醲膏 

露犬紈牛 

饅首 

馨香の治を播げ 

馨香の至治 

馨聞 

馨聞は間る罔し 

鯷壑

21画

巍巍乎として天以て則るべし 

巍巍蕩蕩 　

灌献 

罍俎

齎解 

齎執 

齎到 

齎捧 

贓盗 

顧諟すること維れ厳たり 

顥穹の陟配を重ねたり 

鰥寡孤独

22画

懿矩を昭らかにし 

懿号を晋むるは十二字 

懿行を千秋に昭かにすれば 　

懿範の性成り 

懿範を椒闈に溯ぼし 

籙を受け釐を提し 

驚濤

23 画

麟趾は庥を凝め 

黴変

24画

羈延 

鼇抃

25画

籩豆孔だ嘉くし

26画

趲運 

趲行

32 画

籲懇



② 人名・地名索引

２画

八尺門 

八重山島

３画

三貂保の洋面 

久維順 

久米山 

大島 

山東萊陽県

４画

中山 

五虎門→五虎巡検 

仁宗睿皇帝 

仁宗睿皇帝 

太宗文皇帝 

太祖高皇帝 

太平県 

太平山島 

巴遘士（バックハウス） 

方錦邦

毛嘉梧 

毛嘉瑞 

毛嘉桐 

毛家琅 

毛高飛 

毛克述 

毛克進

毛種美 

毛汝梅 

毛成憲 

毛成美 

毛発栄 

毛鳳彩 

毛有増 

王（懿徳）

王家錦 

王江 

王光鍔 

王述勃 

王承楷 

内汝楫

５画

世宗憲皇帝 

世祖章皇帝 

北竿塘 

司徒緒 

広東省広州府 

広東省新寧県 

広東省文昌県 

本部県 

永信 

永定県

汀州府 

玉保 

白犬 

石城県地方 

石棟

６画

任尚日 

向開元 

向光地 

向如岡 

向廷選 

向統績 

向文治 

向邦棟 

向其漢 

向有恒 

同安県 

安渓県



有（鳳） 

江津 

江蘇 

江蘇塩城 　

全羅道康津府

７画

亜美理堅 

伯駕（パーカー） 

伯徳令（ベッテルハイム） 

呉振棫 

呉（文鎔） 

呂（佺孫） 

呂大陞

孝慎成皇后 

孝静康慈皇后 

孝全成皇后 

孝徳皇后 　

孝穆成皇后 

孝和睿皇后 

孝和恭慈康豫安成欽順応天熙聖睿皇后

李（僡） 

李作信 

沖永良部島 

阮孝銓 

阮善述 

阮宣詔 

来錫蕃

８画

卓凌阿 

和崇徳 

宓惟慷 

延英 

怡（良） 

東順法 

東文炳 

林興教 

林世元 

林長隆

武世英 

泊村地方 　

牧徳昌 

季（芝昌） 

虎

金永保 

金山 

金州界皮子窩の海口 

金緒栄 

金崇 

金世宝 

金天錫 

金万清 

金邦俊 

長（麟） 

尚（泰）

９画

亭頭怡山院地方 

侯官県 

保泰 

兪誦芬 

南安県 

南竿塘 

南麂山 

南掌国 

貞貴妃鈕祜禄氏 

咸豊帝→皇帝（咸豊帝） 

奕（興） 　

宣宗成皇帝 

宣宗成皇帝

査真興 

柳伝順 

海澄県 

海陽県 

泉州府 

皇帝（咸豊帝） 

竿塘 

紅廷器 

音徳布 

首里府



香山県澳門地方

10画

夏超群 

孫得才 

孫文和 

徐（継畬） 

恵安県 

晋江県 

殷文亀 

浙江 

秦金鑑 

翁允良 

翁俊

翁世傑 

荷蘭国 

莆田県 

連江県 

馬克承 

高承福 

高宗純皇帝

11画

𠸄国 

婁浩 

崎枝の洋面 

康煕帝→聖祖仁皇帝 

康慈皇太后→孝静康慈皇后

張清詠 

梁永福 

梁鶴信 

梁孝善 

梁大観 

梁大章 

梁必達 

盛京 

蚶江

許（乃釗） 

陳元輔 

陶慶章 

黄（宗漢）

12画

厦門 

敝国属地の徳島 

朝鮮国節羅都海南 

朝鮮国全羅道 

渡名喜島 

番船浦地方 

程徳裕 

粤 

葉壁山

裕（泰） 

賀登額 

道光帝→宣宗成皇帝 

陽椿

13画

楓亭 

楊振芳 

楊培 

瑞（璸） 

福安県 

福清県 

福鼎県

福寧府 

継興

聖祖仁皇帝 

聖祖仁皇帝 

裨烈利（ブラッドレー） 

雍恒茂 

雷州府

14画

嘉慶帝→仁宗睿皇帝 

滬尾地方 

漳州府 

艋舺地方 

閩県轄坊口地方 

趙殿元 

趙徳轍 

趙霖 

銭燕昌



15画

劉（韻珂）

劉翊宸 

慶永保 

慶（端） 　

慶良間地方 

熨斗 

緬甸国 

蔡啓基 

蔡士俊 

蔡祥慶

蔡柱 

蔡長隆 

蔡呈禎 

鄭維章 

鄭学楷

鄭嘉政 

鄭元覲 

鄭元広 

鄭宏謨 

鄭宏猷 

鄭思恭 

鄭紹昌 

鄭上治 

鄭澄瀾 

鄭懋昌

16画

噶瑪蘭 

懐他布 

興廉 

駱啓禎 

龍渓県

17画

鍾峻 

霞浦県

18画

鎮海県 

魏掌治

19画

羅繞典 

羅元祐 

鶏籠頭地方

20画

蘇（サリバン） 

蘇州府崇明県 

鐘峻 

鐘宝三 

21画

顧如琢




